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＊ 教育基本法をふまえ，新しい学習指導要領に従い，各学年の目標と内容および内容の取扱いに示さ
れる事項をもれなく取り上げました。題材の設定と配列は，生徒の学習しやすさに配慮しています。

＊ 望ましい人間形成を果たすためには，幅広い美的体験活動が必要です。表現及び鑑賞の
活動は，生徒個々の主体性や表現意欲，感じ方や考え方の多様性を引き出すことができ
るように，幅広い視点に立ち，常に関連が図れるよう一体的に扱うようにしました。

＊ 生徒が創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情が育つのは，自分の思いや考え
方に基づいた表現活動や鑑賞活動に取り組み，充実感を味わえたときです。生徒が強
い興味や関心を抱いて創造活動に取り組み，生涯にわたって美術を愛好していく基礎
が育めるように，魅力ある題材の設定や作品の掲載に配慮しました。

＊ 感性
感性を豊かにするため，表現や鑑賞の活動を通して，視覚や触覚などを働かせ，心で
観る体験の積み重ねができるように，題材の設定や配列，掲載作品の選択などには十
分な配慮をしました。

＊ 美術の基礎能力
１年生では表現及び鑑賞の基礎的能力を確実に身に付け，上級学年でそれを伸長させ，
創造的な能力として発展させることができるように，題材の設定や配列に工夫をしま
した。

＊ 美術文化
　 古くから受け継がれてきた美術作品や，生活の中の様々な用具や造形などから，その
国や時代に生きた人々の美意識や創造性について理解できるように配慮しました。

＊ 豊かな情操
情操は豊かな精神の根幹をなすものであり，美術は豊かな情操を養うために特に適し
た教科です。表現と鑑賞の活動を通じて，美しいものに憧れ，それを求め続けようと
する豊かな心の働きを養えるように，題材の設定や配列，掲載作品の選択などに配慮
しました。

＊ 表現と鑑賞の2領域で必要な資質や能力となる〔共通事項〕について，生徒自身が意
識して題材に取り組めるように，各ページの主文において形，色彩，イメージ，材料
などのキーワードを盛り込みました。

＊ 「A表現(1)」の指導事項にある「主題を生み出すこと」｢主題などを基に表現の構想を
練る｣については，生徒自らが自分の表したい主題を生み出し，自分の感覚によって
表現していくことができるように手がかりを明示しました。

＊ 「A表現(2)」の発想や構想をするときの元となる｢目的や機能｣について教科書内で手
がかりを明示しました。

＊ 生きる力
学習指導要領の目標を踏まえ，「生きる力」を感性や創造力などとともに身に付けて
いくことを編集意図の根幹に据えました。

新しい学習指導
要領に準拠して
表現及び鑑賞の
活動の取扱い

「美術の創造活
動の喜び」や「美
術を愛好する心
情」について

「感 性」や「美
術の基礎的能
力」，「美 術 文
化」，「豊かな情
操」について

〔共通事項〕

「主題」に
ついて

目的や機能を
考える

編集意図の
新鮮さ・明確さ

教科書全般

教科書全般

教科書全般

教科書全般

教科書全般

教科書全般

教科書全般

教科書全般

教科書全般

1. 学習指導要領との関連

２. 内容の適切度

主要な観点 編集上の特色 該当ページ

＊ 言語力とコミュニケーション力
これからの時代を生きる生徒たちに身に付けてほしい能力として，言語力とコミュニ
ケーション能力が挙げられます。美術の学習を通してそれらの能力の育成を図ること
を編集の基本方針とし，その意図が明確に伝わるように，題材の開発や掲載作品の選
択に配慮するなど編集方法を工夫しました。

＊ 生徒主体の題材
生徒が自らの成長や発達，関心や意欲に即して主体的な創造活動を展開できることを
願い，生徒の目の高さに立った適切な題材を取り上げるように配慮しました。

＊ 公平さを重視
特定の主義や主張に基づいた題材設定や作品選択ではなく，生徒の生活経験に即し，
なじみやすく，男女の性差による好みの違いや共通性などにも配慮して，公平で魅力
に富んだ題材を取り上げました。

＊ 作品データ
掲載作品は，美術の教科書として必要な情報が正しく伝わるように配慮し，可能な限
り原作に忠実な印刷を目指しました。作品と作家のデータは，正確さとわかりやすさ
に細心の注意を払いました。

＊ 文章表現
生徒の心情に訴え，美術の学習に対する関心や意欲を高め，学ぶ内容を確実に理解で
きるような配慮をしました。

＊ 使用漢字
漢字は教育漢字や常用漢字であることや，題材を学習する学年を考慮して使用しまし
た。未習漢字にはルビを用いるなど，学習がスムースに行われるように配慮しました。

＊ これからの時代の全ての人々が心豊かに生活できる社会を築き上げるための能力・思
考が必要であると考え，美術の学習を通して確実に身に付けることができるように，
時代に適応した題材を設定しました。

＊ さまざまな国々や民族の美術・工芸品を取り上げることによって，多様で豊かな美術
の世界の広がりに目を向け，異文化に対する理解を深められるように配慮しました。

＊ 広大な範囲に及ぶアジアの地域から，日本の近隣であるインドから東アジアにかけた
地域の美術に目を向け，共通点や違いなどに着目し，東アジア独自の美術の魅力を味
わえるように題材を設定しました。

＊ 美術文化を尊重する心を育てる
日本及び諸外国の美術文化に対する関心を深め，それらを尊重する心情や態度を育て
られるように，親しみやすい内容の鑑賞題材を設定しました。

＊ 美術文化を受け継ぐ意識を育む
美術は人間の文化の結晶です。時代を経ても変わることない価値を有する美術作品が
数多く存在することを学び，それらについて理解し，価値を受け継いでいく意識を育
めるように，題材の設定や作品の選択に配慮しました。

＊ 伝統的文化遺産への理解を深める
日本の伝統的な文化遺産を数多く取り上げ，それらの造形的な魅力を味わい，深く理
解できるように，題材の設定や作品の選択，掲載の方法を工夫しました。

＊ 形や色彩を通して，感じたり表したり，伝え合ったりする「言葉を超えるコトバの力」
を育むことを大切にしました。掲載された作品に生徒の言葉を添えたり，話し合って
いる場面を紹介したり，さらには「伝え合う」ことをテーマとした章構成を設けたり
するなど言語活動の充実に配慮しました。

編集意図の
新鮮さ・明確さ

内容の程度・傾
向への配慮

正確性への配慮

時代への適応性

国際理解の視点

アジアの文化に
ついての視点

文化や伝統の
尊重の視点

言語活動充実の
視点

教科書全般

教科書全般

教科書全般

1年p20･21
2･3上p16･17,
p32･33,p34･35
2･3下p20･21,
p22･23
1年p38･39
2･3下p17,p35,
p36･37,p38･39,
p40･41,p43~45
1年p38･39
2･3下p36･37

1年p17,p43･44
2･3上p22~25,p31
2･3下p14･15,
p23･33 など
2･3上p22~25,p31,
p46･47
2･3下p40･41 など
1年p36･37
2･3上p26･27
2･3下p17,p34･35 など
※本誌p14｢道徳教育
との関連｣参照
1年p10･11,p20･21,
p24~27 
2･3上p5,p11,p15,
p34~41 
2･3下p5,p12･13,
p20･21,p27 など

主要な観点 編集上の特色 該当ページ

主要な観点 編集上の特色 該当ページ
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＊ 表現や鑑賞の活動を通して，自己と他者，個人と社会とのかかわりの重要性に気付き，
生命を尊重する意識を共有できるようになることを願いました。互いのよさを認め合
い，他者を思いやる心情が養われ，さまざまな人たちとの共生に配慮した環境を創り
出すために必要な能力を身に付けられるように，題材の設定や掲載作品の選択の際に
積極的な配慮をしました。

＊ 表現や鑑賞の活動を通して平和の大切さを理解し，平和な世界を築き上げていくため
に積極的に働きかけていく姿勢が育つことを願い，題材の設定や掲載作品の選択に配
慮しました。

＊ 自然の大切さを知る
身近な環境や自然に目を向け，それらを大切にする心や積極的に守っていく姿勢が育
つことを願い，身近な環境や自然の保護について学習する題材を設定したり，作品を
取り上げるなど配慮しました。

＊ エコへの意識を高める
再生可能な資源を使用したデザイン活動を考えていくことは，世界的な規模の課題と
なることが予測されます。この考えに基づいた新たな題材を設定し，環境と美術につ
いて深く学べるように配慮しました。

＊ 著作権や肖像権については各冊子で説明を入れることで，生徒が意識できるようにす
るとともに，法の徹底遵守を根付かせるように工夫しました。

＊ 表現や鑑賞の活動を通して，生徒一人一人が造形的な基礎的能力を総合的に身に付け
られるように，題材の設定や掲載作品の選択に配慮しました。

＊ テーマ内で弾力的な題材設定が可能
指導のねらいや生徒の実態に応じて，題材を一体的に扱ったり選択して扱ったりと，
多様で弾力的な学習指導が可能なように，題材の設定や掲載作品の選択に工夫をしま
した。

＊ 学習のねらい
各テーマの冒頭に，「発想・構想」「創造的な技能」「鑑賞」にかかわるねらいを明確
に記載しました。生徒が主体的かつ効果的に学習に取り組めるように工夫しました。

＊ 主体的に取り組める題材の設定
生徒が主体的に表現や鑑賞の創造活動に取り組み，その喜びを味わい，美術を愛好し
ていくことを願って題材を設定しました。生徒の関心や意欲に訴える題材となるよう
に，内容や掲載作品の選択に配慮し，生徒の心に響くような文章を心がけました。

＊ 発達段階への配慮
生徒の成長・発達を考え，適切で多様な参考作例を数多く紹介し，創造的な活動が幅
広く活発に行われるように配慮しました。

＊ スケッチの学習
発想・構想の能力を高めるために，『美術1』ではスケッチの活動を重視しました。「知
る」「考える」「伝える」などスケッチの種類を紹介し，制作・発表あらゆる場面で活
用できるように配慮しました。

＊ 1年生
１年生では見たことや想像したことなどを基に主題を発想し，心豊かに表現する構想
を練ることができるように題材設定に配慮しました。

人権尊重の視点

平和教育の視点

環境保護の視点

知的財産権や
肖像権への配慮

基礎・基本の
おさえ

学習指導への
配慮

生徒の美術への
関心・意欲・態
度を高めるため
の配慮

生徒の発想や構
想の能力を高め
るための配慮

1年p16･17,p20･21
2･3上p4･5,p6･7 
p28･29,p32･33,
p34･35,p40･41
2･3下p2･3,p22･23,
p24･25,p29,
p30･31,p37
※本誌p14「道徳教
育との関連」参照
1年p22
2･3下p18･19,
p46･47
1年p9,p14･15
2･3上p24･25, 
p29,p40

2･3下p20･21,p23

1年,2･3上下p3
2･3上p42 

教科書全般

教科書全般

教科書全般

1年p8･9,p10･11

1年 教科書全般

3. 学習効果への配慮

主要な観点 編集上の特色 該当ページ

＊ 2・3年生
上級学年では創造的な美の追求や，想像力を働かせてイメージの世界をつくり上げる
など，造形性や内面的価値を重視した表現ができる題材設定に配慮しました。

＊ 1年生
１年生では意図に応じた材料や用具の生かし方など，基礎的な技能を身に付けられる
ことを願い，多様な表現技法を体験することができる題材を設定しました。

＊ 2・3年生
上級学年では材料や用具の生かし方などを総合的に考え，自分の表現方法を創意工夫
して美しく表現できる題材を設定をしました。

＊ 学年共通
生徒が発想・構想したことをもとに表現方法を創意工夫できるように制作プロセスを
豊富に示したほか，参考にできる資料ページを巻末に設定しました。

＊ 掲載作品の工夫
鑑賞図版は自然に対話が生まれ，よさや美しさを感じ取る能力を育てられるように，
掲載図版の選択やレイアウトを工夫しました。全てのページにおいて鑑賞の能力が育
てられるように配慮しました。

＊ 題材設定の工夫
身近な造形物や文化遺産などについての理解を深め，心豊かに生きることと美術との
かかわりに関心をもち，よさや美しさを味わう鑑賞の能力を高められるように題材設
定を配慮しました。

＊ 全国で対応できる題材
地域の実態に合わせて入手可能な材料で学習できるように工夫したり，テーマ設定に
も配慮したりして，どの地域の学校でも対応可能な構成にしました。

＊ 地域性が生かせる題材
地域性を生かした自然材料を積極的に使用して表現に活用したり，地域独自の表現テ
ーマや方法を学習できる題材を設けて，地域についての認識を深め特色のある授業が
展開できるように配慮しました。

＊ 生徒が自らの個性や関心，成長・発達に応じて意欲的に活動に取り組み，その成果を
蓄積し発展させられるように，学習内容の難易度や発展性，変化と柔軟性を考慮した
題材の設定を心がけました。 

＊ 他教科との関連
他教科の学習内容を研究分析し，その結果を踏まえて題材を設定することで，美術科
で学習する内容がよりいっそう明確になり，広がりと深まりを持てるように配慮しま
した。

＊ 小中連携
１年生では小学校での学習内容を踏まえ，美術科の内容に抵抗なく入れるように図画
工作科で学んだことと関連付けるページを設けました。

＊ 高等学校との関連
上級学年では広がりと深まりを持った内容を学習することで，よりいっそう美術の世
界への興味を抱き，高等学校の美術の学習に興味をつなげていけるようにするなど，
配慮しました。

＊ 題材設定において「総合的な学習の時間」との関連付けを考慮し，また美術科で学ん
だ内容や身に付けた能力が効果的に生かされるように配慮しました。

生徒の発想や構
想の能力を高め
るための配慮

生徒の創造的な
技能を高めるた
めの配慮

生徒の鑑賞の
能力を高める
ための配慮

地域性への配慮

個人差への配慮

他教科や小・
高等学校との
関連

総合的な学習
との関連

2･3上下
   教科書全般

1年 教科書全般

2･3上下
   教科書全般

   教科書全般

教科書全般

1年p6,p12,p17,
p19,p20･21,p23,
p26,p28,p37,p44
2･3上p16･17,p22,
p35,p36･37,p43･44

教科書全般

1年p12･13,
p14･15,p37
2･3上p18~21,p40
2･3下p20,p23,
p26･27,p30･31

教科書全般

1年p34･35,p38･39
2･3下p30･31,
p32･33,p43~45

1年p4~7

2･3上下 
教科書全般

2･3上p31,p40
2･3下p29,p31,p37

主要な観点 編集上の特色 該当ページ

主要な観点 編集上の特色 該当ページ
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平成24年度中学校美術 検討の観点から見た特色

＊ 学習指導要領「美術」の目標を達成できるように系統立てた題材設定をし，３年間学
習することで確実に内容が身に付くように配慮しました。

＊ 偏りのない内容
掲載する内容は特定の領域や分野への偏りがなく，生徒が過不足なく美術の内容を学
習できるように配慮しました。全体の調和とバランスを考えて題材を設定しました。

＊ 使いやすい3分冊
生徒の成長・発達を考慮し，生徒が主体的に興味を持って学習に臨み，自然に学習内
容が深まっていく効果が期待できるように，題材の順序性を考えて３分冊に配置しま
した。

＊ 地域や学校の実態，生徒の状況に合わせた効果的な学習を可能にするためには，題材
を選択したり関連付けて扱ったりすることもあります。そのために必要となる適切な
分量の内容を取り上げました。

＊ 表現と鑑賞，さらには表現領域内の分野ごとに適切な量の題材を取り上げ，バランス
よく効果的なカリキュラムが組めるように配慮しました。

＊ 文章構成
生徒たちが学習内容を理解する上での貴重な情報となるように，基本的には以下の内
容で構成しました。

① 題材名　　　　　　タイトルは生徒の興味を引き出すため，印象的な言葉で完結に表し，
　　　　　　　　　 サブタイトルによって学びの内容を具体的に伝える工夫をしました。

② 学びのねらい　　　学習の内容を理解しやすいように，3観点の学びのねらいを題材
　　　　　　　　　名の近くに簡潔な文章で示しました。

③ 学習内容（主文）　 生徒の心情に訴え，表現意欲を高めることができるような文章を
　　　　　　　　　心がけました。また，形，色，イメージ，材料などのキーワード
　　　　　　　　　を盛り込むことで，生徒が自然と〔共通事項〕を意識できるよう
　　　　　　　　　に工夫しました。

④ ポイント　　　　　生徒の表現や鑑賞活動，発想・構想の手がかりを示しました。
⑤ 作品解説　　　　　生徒の作品鑑賞のきっかけとなるように，作品の特徴や鑑賞のポ
　　　　　　　　　イントを端的な短文で示しました。

⑥ 安全マーク　　　　用具の取扱いなど安全面での注意を示しました。
⑦ 関連ページとのリンク　内容の関連があるページへのリンクを示し，さまざまなページを
　　　　　　　　　横断して学習できる配慮をしました。

⑧ 作者の言葉…………複数の作品に作者の言葉を掲載し，生徒の表現や鑑賞及び言語活
　　　　　　　　　動への動機付けに，いっそう効果が上がるように配慮しました。

＊ 学習に役立つ作品
各題材で取り上げている作品は，内容や視覚効果を十分に吟味し，学習に役立つ情報
源となるように提示しました。

＊ 視覚効果の重視
視覚効果を重視し，作品や情景写真，図解などの表示方法を工夫し，学習を効果的に
進められるように配慮しました。

＊ データの掲載
作品には材料・技法・大きさなどをデータとして掲載し，作品の理解を深め，イメー
ジを把握しやすいようにしました。

＊ レイアウトの工夫
美術の教科書にふさわしい美しい色調と格調高いレイアウトで紙面を統一し，生徒の
学習意欲を高め，生涯飽きずに持っていられる美術書となるように工夫しました。

＊ 掲載作品を生かす工夫
掲載作品が最も美しく効果的に見えるようにレイアウトを工夫しました。教科書全体
を鑑賞資料として十分に活用できます。

題材の系統性に
ついての配慮

内容の配分や
学年の順序性に
対する配慮

内容の分量の
適切性

文章表現の
適切性

作例や情景
写真、図解など
の適切性

レイアウトの
適切性

教科書全般

教科書全般

教科書全般

教科書全般

教科書全般

教科書全般

4. 編成度

5. 造本・体裁

主要な観点 編集上の特色 該当ページ ＊ 書体の工夫
生徒が学習しやすい書体や文字の大きさを考慮し，文字の色や文章の配置にも配慮し
ました。

＊ 作品を忠実に再現
印刷は最新の製版・印刷技術を駆使し，生徒作品や美術作品が持っているニュアンス
や材質感などの忠実な再現に努めました。

＊ 最適な用紙
用紙は印刷効果に優れた丈夫な用紙として，美術の教科書に最も適している良質コー
ト紙を使用しました。

＊ 綴じ・造本について
製本は30箇所以上の細かい目をつけたミシン糸の中綴じ，見返しつきで，長期の使
用に耐える堅牢で丈夫な造本にしました。

＊ 折り込みページについて
巻末の折り込みページには，色や技法などの資料をまとめました。必要なときにペー
ジを開くことで，他のページを使用している際にも学習の参考にできるように工夫し
ました。

＊ 耐久性について
表紙は耐水性のあるコーティングを施し（PPフィルム貼り），美しく丈夫でかつ
水濡れに対しても耐久性を高くしました。

＊ 鑑賞にも利用できる表紙
表表紙では著名な美術作品の部分をアップで掲載し，生徒の学習意欲を高める役割を
果たすとともに，細部を鑑賞することで，作家の造形に対する追求の姿勢を学ぶこと
ができるように工夫しました。

＊ 裏表紙の工夫
裏表紙では表表紙に掲載した作品の全図を紹介。P２～３オリエンテーションで掲載
した作品の全図及び解説も紹介し効果的な比較鑑賞の学習を可能にしました。

＊ 使用インク
大豆油インキを使用し，従来の印刷に比べ人体への影響を少なくしています。また，
化学物質に過敏な生徒への配慮から，表紙の表面加工を工夫するなど，化学物質の残
存値を少なくするために努力しました。

＊ 再生紙の利用
写真の鮮明性を保ちながら，資源保護へ配慮するため，表紙・本文ともに再生紙を使
用しています。

＊ 環境への配慮
印刷工程での環境への配慮という観点から，大豆油インキを採用しています。

レイアウトの
適切性

印刷の鮮明度

製本の堅牢性

装丁の工夫

安全性

環境への配慮

教科書全般

教科書全般

教科書全般

1年,2･3上下
p42~45

教科書全般

表紙

教科書全般

教科書全般

主要な観点 編集上の特色 該当ページ

主要な観点 編集上の特色 該当ページ
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ページ数 テーマ（学びのキーワード） Ａ（１）題　　　　　材 Ａ（２）Ａ（３） B鑑 時間数

オリエンテーション

2・3

4～7

8・9

10・11

12・13

14・15

16・17

18・19

20・21

22・23

24・25

26・27

28・29

30・31

32・33

34・35

36・37

38・39

40・41

42

43

44

45

46・47

1

1～2

1～2
1～2
2～4
2～4
2～4
4～6
4～6

1
2～4
4～6
3～6

2～4
1～4

4～8

2～3

3～4
1～3
4～6
3～4
3～4
5～6
6～8
6～8
6～8
6～8

1
2～3

1
4～6

1
4～6
１
1

3～5
5～7

1

美術との出会い

感じる心があるから…

感じたことをそのままに
－身近なものから感じ取ったことを自由に表そう－

いろいろなスケッチ
－知る・考える・伝える－

自然の形や色
－自然物の特徴や美しさをもとにして－

自然の表情
－空の変化や風の気配を感じて－

小さな生命を見つめて
－身近な動物を観察して表そう－

顔をつくる
－さまざまな材料や技法を使って－

使いやすさを求めて
－暮らしを快適にするデザインを考えよう－

遊び心
－人の心をくすぐるような遊びの形－

文字や形で伝える
－形や色で伝える工夫を考えよう－

楽しく伝える
－笑顔を引き出すデザインの工夫－

手でつくる心
－木の温もりと優しさを感じて－

土と炎の造形
－生活の中で使える焼き物をつくろう－

美術館へ行ってみよう！

残された造形
－古代の造形が語りかけるもの－

「和風」を味わう
－暮らしに生かす日本の形や色－

アジアの多様な美術
－鮮やかな形と色彩の世界に触れよう－

光の美しさを求めて
－自然の光を感じて表そう－

色を学ぶ

色の性質

日本の色づかい

いろいろな技法を用いて

環境を演出するアートたち
－パブリックアートへの誘い－

伊藤若冲「鳥獣花木図屏風」

自然の形や色・光の表情を感じ取ろう
図画工作から美術へ
身近にある形や色彩から
光の美しさに魅せられて

■身近な風景や自然物を見て表そう

■見たり触れたりしたことを自由に表そう

■知るためのスケッチ

■考えるためのスケッチ

■伝えるためのスケッチ

■自然のさまざまな美しさ ●季節感を豊かに表そう　

　●美しい構成をしよう

■自然物の美しさを生かした作品

■空からのメッセージ

■風の表情をとらえる　●感じたままに風をとらえて

■身近な生命を表そう

■コラージュで表してみよう

■写真で表してみよう

■自分にとって使いやすいスプーンを考えよう

■身近な材料を生かした形

■文字の形から自由に発想しよう

■マークのデザインを考えよう ●マークを考えよう

　●名前をデザインした印をつくろう

■メッセージを楽しく伝える ●飛び出すカードで伝えよう

　●演出効果のあるマグネット　

　●ユーモアのあるドアプレート

■木の特性を生かしてつくる ●使いやすいバターナイフをつくろう

　●木目や木肌の美しさを生かしてつくろう

■使えるものや飾るものをつくろう

■焼き物の可能性を求めて

■描かれた古代の絵や文様

■偶然できた形から

■日本の伝統的な文様　●唐草文様を比べてみよう

　●自分だけの文様をつくろう

■身近で探す「和風」

■地域の伝統を取り入れて表そう

■仮面に見るアジア

■暮らしに見る形と色彩

■アジアの形や色彩をもとに表そう

■光をとらえて表そう
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序章

巻末資料

造形ギャラリー

Ⅰ  見る・感じる・つくる

Ⅱ  生きる豊かさ・伝え合う楽しさ

Ⅲ  世界の広がり・歴史の奥行き

1　年
ページ数 テーマ（学びのキーワード） Ａ（１）題　　　　　材 Ａ（２）Ａ（３） B鑑 時間数

オリエンテーション

2・3

4・5

6・7

8・9

10・11

12・13

14・15

16・17

18～21

22～25

26・27

28・29

30・31

32・33

34・35

36・37

38・39

40・41

42

43・44

45

46・47

1

3～6

6～8
6～8
4～8
4～6

4～6

4～6

2～4
2～6
6～8

1
6～8
6～8
6～8
8～10
6～8
6～8
１

4～8
１

2～3
2～3
5～7

1
１

2～4
8～10

1

1
1

2～4
2～6
6～8
4～6
6～8
6～8
6～8
6～8

1

生活の中に生きる美術

身近な人を見つめて
－思いを込めて対象を表そう－

私との対話
－表すことで見えてくる自分自身－

投影された私
－いろいろな自画像にチャレンジしよう－

風景に思いを込めて
－身近な風景を見つめ，表そう－

思いを立体で
－材料の特徴を生かして表そう－

装いを楽しむ
－衣装に込める思いや願い－

生活を彩るデザイン
－用と美の調和を考えて－

手でつくる楽しみ
－用途に応じた材料を選んでつくろう－

日本の美意識
－四季を愛でる心，もてなす心－

墨が生み出す豊かな世界
－さまざまな墨の表現を学び，表そう－

心触れ合う場
－公共空間をデザインしよう－

心に響く形や色
－生活を豊にする装飾の工夫－

転がる水

わかりやすく伝えるデザイン
－図や記号で効果的に表そう－

「伝える」をつくる
－効果的に伝える工夫をしよう－

「まとめる」方法と工夫
－伝える効果を考えたデザインをしよう－

個性が響き合う造形
－心を合わせてつくる楽しさ－

写真撮影の第一歩

時代の流れの中で変化するデザイン

木工の技法・水墨画の技法

受けつぎつくる人の姿
－手仕事から生まれる美と技－
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巻末資料

造形ギャラリー

Ⅰ  「つながり」のかたち

Ⅱ  「生きる」かたち

Ⅲ  「伝え合う」かたち

2 ・ 3 上

クラウド・ゲート

■その人らしさを とらえて表そう

■まなざしに込め られた意志

■さまざまな表現 を通して

■影を使って表そ う

■自分を何かに置 き換えて

■表現方法を工夫 して表そう

■自分のイメージ を立体に表そう

■テーマが伝わる 衣装を考えよう

■身にまとう形や 色を，自由な発想で

■生活に役立つ光 のオブジェ

■座る形のデザイ ン

■紙でつくる

■金属でつくる

■布を染めてつく る

■木 で つ く る　  ●「飾り棚」をつくる

■木の箸をつくろ う

■和紙の温かさ　 ●和紙を生かしたランプをつくろう

■四季を愛でる

■和菓子で季節を表そう ●オリジナル和菓子をデザインしよう

　●伝統技術をも とに和紙の可能性に挑む

■墨の表現を味わ おう ●季節や空気感をとらえて

　●墨で表そう

■心触れ合う公園 を考えよう

■心がなごむ空間をつく ろう ●病院に飾られた中学生の絵

●待合室を優しい 空間に

■乗り物の楽しい デザイン

■美しいまりを飾 ろう

■ピクトグラムを使っ たデザイン ●動物園内のサイン

　●医療看護支援 ピクトグラム　

　●ピクトグラム を考えよう

■学校で使える楽 しいサインを考えよう

■パッケージやポ スターで

■アニメーション で

■漫画やイラスト レーションで

■ポスターを工夫 する

■地域紹介のリー フレットをつくる

■環境を生かして つくろう

ページ数 テーマ（学びのキーワード） Ａ（１）題　　　　　材 Ａ（２）Ａ（３） B鑑 時間数

オリエンテーション

2・3

4・5

6・7

8・9

10・11

12・13

14・15

16・17

18・19

20・21

22・23

24・25

26・27

28・29

30・31

32・33

34・35

36・37

38・39

40・41

42

43～45

46・47

1

4～6
4～6
4～8

4～6
5～7
6～8

5～7

5～7

6～8
2～6

4～6
6～8
2～4
１

5～7
5～7

3～5

5～7
5～7

1

4～6

1～2
4～6

1
1

5～7
1

4～8
2～6

1～2
1～2
1～2

1～4

社会へ広がる美術

息づく生命を感じて
－心に浮かんだイメージを表そう－

あふれ出る躍動感
－動きの中に美をとらえて－

イメージの変容
－制作上の試行錯誤－

想像の世界への飛翔
－自由な発想でイメージを表そう－

だまされる楽しさ
－錯覚を利用した不思議な世界－

版表現の豊かさ
－版の特性を生かして表そう－

新鮮な見方で
－日常の情景に心をとめて－

平和への願い
－形や色に思いを託して－

メッセージを表す
－社会の問題を美術を通してとらえよう－

自然と共に生きる
－自然環境に優しい造形－

感動の共有
－日常の世界を新鮮なものに－

街の中に息づくアート
－人と人とのかかわりを生み出す造形－

空間の演出
－人と場をつなぐ形や色－

アート・イベントに出かけよう！

祈りの形
－自分の思いを託して表そう－

世界を魅了したきらめき
－金色の効果を用いた表現を味わおう－

アジアの新しい風
－現代のアジアの表現に触れよう－

受けつがれる形
－自然とのつながりから生まれた造形－

文化遺産を守る
－美しい形や色彩を未来へ残そう－

金属でつくる

日本美術の展開と世界との交流

「ゲルニカ」は語る
－大作に挑むピカソの思い－
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□

■

■

■

■

■

□■

■

□

□■

■

■

■

■

■

□

巻末資料

メリープロジェクト

■想像の動物の形を打ち出そう

■心の中に種をまいたら…

■動きをとらえて表現しよう

■探そう，自分の形や色　●スケッチを再構成

して　●単純な形を構成して

■想像や空想のイメージを広げて

■形や色彩のトリックを生かして

■いろいろな版表現を楽しもう

■心を動かされた情景を表そう

■日常の新しい情景を見つけ出そう

■平和のしおりを配ろう

■争いを乗り越える力を表そう

■廃材に新たな命を吹き込もう

■ありふれたものたちが…

■形と色は訴える

■建物をイメージした鉢植えをつくろう

■みんなが感動する空間をつくろう

■対話を生み出す立体作品をつくろう

■身近な場所のモニュメントを考えよう

■ディスプレイデザイン

　●化粧品会社のクリスマス・ディスプレイ

■校内を演出してみよう　

■表情に見る心の形　●仏像の魅力を伝えよう

■東西の美術に見る手の表現　●思いを手に託して表そう

■金の雲と金の空

■金を使った装飾

■金色の効果を生かして

■アジアの友だちの作品に触れてみよう

■国を越えた交流

■受けつがれてきた美しい文様　

　●アイヌ文様を生かしてみよう

■アンコールの遺跡群と修復

■修復家の仕事

■岡本太郎の「明日の神話」

　　　　　　

私のゲルニカ

造形ギャラリー

Ⅰ  イメージの力

Ⅱ 社会の中で

Ⅲ 文化　受けつぎ・つくる

2 ・ 3 下

教 科 書 題 材 一 覧教 科 書 題 材 一 覧  表の見方 　表中のマークは，下記の学習目標を示しています。
　　　　　  ○…描く活動での発想・構想　　◇…描く活動での創造的な技能　　□…描く活動での鑑賞
　　　　　  ●…つくる活動での発想・構想　◆…つくる活動での創造的な技能　■…つくる活動での鑑賞　■…単独での鑑賞活動

 表の見方 　表中のマークは，下記の学習目標を示しています。
　　　　　  ○…描く活動での発想・構想　　◇…描く活動での創造的な技能　　□…描く活動での鑑賞
　　　　　  ●…つくる活動での発想・構想　◆…つくる活動での創造的な技能　■…つくる活動での鑑賞　■…単独での鑑賞活動

平成24年度中学校美術 教科書題材一覧
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月 ページ数 テーマ（学びのキーワード） 題　　　　　材 Ａ（１）Ａ（２）Ａ（３）B鑑 時数
（45）

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

前

　
　
　
　期

後

　
　
　
　期

2・3

4～7

8・9

12・13

42

10・11

20・21

30・31

16・17

24・25

18・19

40・41

34・35

36・37

44

22・23

38・39

○

○

○

○

○

●

○

○

○

●

●

○

●

○

●

◇

◇

◇

◆

◆

◇

◇

◆

◇

◆

◇

◆

◇

1

3

3

2

4

3

4

4

4

4

2

4

5

2

■

■

□

□

■

■

□

□

■

□

■

□

■

□

美術との出会い

感じる心があるから…

感じたことをそのままに
－身近なものから感じ取ったことを自由

に表そう－

自然の形や色
－自然物の特徴や美しさをもとにして－

色を学ぶ

いろいろなスケッチ
－知る・考える・伝える－

使いやすさを求めて
－暮らしを快適にするデザインを考えよう－

土と炎の造形
－生活の中で使える焼き物をつくろう－

小さな生命を見つめて
－身近な動物を観察して表そう－

文字や形で伝える
－形や色で伝える工夫を考えよう－

顔をつくる
－さまざまな材料や技法を使って－

光の美しさを求めて
－自然の光を感じて表そう－

残された造形
－古代の造形が語りかけるもの－

「和風」を味わう
－暮らしに生かす日本の形や色－

日本の色づかい

遊び心
－人の心をくすぐるような遊びの形－

アジアの多様な美術
－鮮やかな形と色彩の世界に触れよう－

伊藤若冲「鳥獣花木図屏風」

自然の形や色・光の表情を感じ取ろう

図画工作から美術へ

身近にある形や色彩から

光の美しさに魅せられて

■身近な風景や自然物を見て表そう

■見たり触れたりしたことを自由に

表そう

■自然のさまざまな美しさ

　●季節感を豊かに表そう

　●美しい構成をしよう

■自然物の美しさを生かした作品

■知るためのスケッチ

■考えるためのスケッチ

■伝えるためのスケッチ

■自分にとって使いやすいスプーン

を考えよう

■使えるものや飾るものをつくろう

■焼き物の可能性を求めて

■身近な生命を表そう

■文字の形から自由に発想しよう

■マークのデザインを考えよう

　●マークを考えよう

　●名前をデザインした印をつくろう

■コラージュで表してみよう

■写真で表してみよう

■光をとらえて表そう

■描かれた古代の絵や文様

■偶然できた形から

■日本の伝統的な文様

　●唐草文様を比べてみよう

　●自分だけの文様をつくろう

■身近で探す「和風」

■地域の伝統を取り入れて表そう

■身近な材料を生かした形

■仮面に見るアジア

■暮らしに見る形と色彩

■アジアの形や色彩をもとに表そう

月 ページ数 テーマ（学びのキーワード） 題　　　　　材 Ａ（１）Ａ（２）Ａ（３）B鑑 時数
（35）

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

前

　
　
　
　期

後

　
　
　
　期

2・3上2・3

2・3下2・3

2・3下8・9

2・3上34・35

2・3上12・13

2・3上36・37

2・3上42

2・3下16・17

2・3上14・15

2・3下6・7

2・3下42

2・3上18～20

○

●

○

○

○

○

○

●

●

◇

◇

◆

◇

◇

◇

◆

◇

◆

1

2

3

6

4

1

2

4

6

6

■

□

□

■

□

□

□

■

□

■

オリエンテーション

生活の中に生きる美術

社会へ広がる美術

イメージの変容
－制作上の試行錯誤－

わかりやすく伝えるデザイン

－図や記号で効果的に表そう－

思いを立体で

－材料の特徴を生かして表そう－

「伝える」をつくる

－効果的に伝える工夫をしよう－

写真撮影の第一歩

新鮮な見方で
－日常の情景に心をとめて－

装いを楽しむ
－衣装に込める思いや願い－

あふれ出る躍動感
－動きの中に美をとらえて－

金属でつくる

手でつくる楽しみ
－用途に応じた材料を選んでつくろう－

クラウド・ゲート
メリープロジェクト

■探そう，自分の形や色

　●スケッチを再構成して　

■ピクトグラムを使ったデザイン　

■学校で使える楽しい

　サインを考えよう

■自分のイメージを立体に表そう

■アニメーションで

■心を動かされた情景

■日常の新しい情景　

■身にまとう形や色を，自由な発想で

■動きをとらえて表現しよう

■紙・金属・布を染め・木でつくる

　

月 ページ数 テーマ（学びのキーワード） 題　　　　　材 Ａ（１）Ａ（２）Ａ（３）B鑑 時数
（35）

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

前

　
　
　
　期

後

　
　
　
　期

2・3上32・33

2・3上43・44

2・3上16・17

2・3下32・33

2・3下43～45

2・3下34・35

2・3上8・9

2・3下46・47

2・3上22～25

2・3下22・23

2・3下46・47

2・3下36・37

2・3下38・39

2・3上40・41

○

○

●

○

●

●

○

●

◆

◇

◇

◆

◆

◇

◇

◆

1

4

7

5

3

5

2

3

5

■

■

■

□

□

■

■

□

■

■

■

転がる水
時代の流れの中で変化するデザイン

生活を彩るデザイン
－用と美の調和を考えて－

祈りの形
－自分の思いを託して表そう－

日本美術の展開と世界との交流

世界を魅了したきらめき
－金色の効果を用いた表現を味わおう－

投影された私

－いろいろな自画像にチャレンジしよう－

受けつぎつくる人の姿
－手仕事から生まれる美と技－

日本の美意識

－四季を愛でる心，もてなす心－

自然と共に生きる
－自然環境に優しい造形－

「ゲルニカ」は語る
－大作に挑むピカソの思い－

アジアの新しい風
－現代のアジアの表現に触れよう－

受けつがれる形
－自然とのつながりから生まれた造形－

個性が響き合う造形
－心を合わせてつくる楽しさ－

■座る形のデザイン

■表情に見る心の形

　●仏像の魅力を伝えよう

日本美術の展開と世界との交流

■金の雲と金の空

■金を使った装飾

■金色の効果を生かして

■自分を何かに置き換えて

■木の箸

■和紙の温かさ

■四季を愛でる　

■和菓子で季節を表そう　

■建物をイメージした

　鉢植えをつくろう

私のゲルニカ

■アジアの友だちの作品に触れてみよう

■国を越えた交流

■受けつがれてきた美しい文様

　●アイヌ文様を生かしてみよう

■環境を生かしてつくろう

第 1 学 年 第 2 学 年 第 3 学 年

年 間 指 導 計 画 例 （ 2 期 制 ）年 間 指 導 計 画 例 （ 2 期 制 ）

※ここに示した配当時間や指導計画は一例です。※ここに示した配当時間や指導計画は一例です。

平成24年度中学校美術 年間指導計画例（2期制）

・年間指導計画の例として,  年間授業時間数を通年して平均的に配当した場合を示しました。
　2・3学年については,  上下巻を併用する例を掲載しています。
・年間指導計画の例として,  年間授業時間数を通年して平均的に配当した場合を示しました。
　2・3学年については,  上下巻を併用する例を掲載しています。
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月 ページ数 テーマ（学びのキーワード） 題　　　　　材 Ａ（１）Ａ（２）Ａ（３）B鑑 時数
（45）

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

１
　
　
学
　
　
期

２
　
　
学
　
　
期

３
　
　
学
　
　
期

１
　
　
学
　
　
期

２
　
　
学
　
　
期

３
　
　
学
　
　
期

１
　
　
学
　
　
期

２
　
　
学
　
　
期

３
　
　
学
　
　
期

2・3

4～7

8・9

10・11

16・17

10・11

20・21

10・11

32・33

46・47

14・15

38・39

42

43

44

36・37

24・25

45

26・27

30・31

○

○

●

○

○

○

●

●

○

●

●

◇

◇

◇

◆

◆

◇

◆

◇

◇

◆

◆

1

2

5

6

1

5

4

6

4

5

6

■

□

□

□

■

■

■

■

■

■

□

■

■

□

□

■

■

美術との出会い

感じる心があるから…

感じたことをそのままに
－身近なものから感じ取ったことを

　自由に表そう－

いろいろなスケッチ
－知る・考える・伝える－

小さな生命を見つめて
－身近な動物を観察して表そう－

いろいろなスケッチ
－知る・考える・伝える－

使いやすさを求めて
－暮らしを快適にするデザインを考えよう－

いろいろなスケッチ
－知る・考える・伝える－

美術館へ行ってみよう！

環境を演出するアートたち
－パブリックアートへの誘い－

自然の表情
－空の変化や風の気配を感じて－

アジアの多様な美術
－鮮やかな形と色彩の世界に触れよう－

色を学ぶ

色の性質

日本の色づかい

「和風」を味わう
－暮らしに生かす日本の形や色－

文字や形で伝える
－形や色で伝える工夫を考えよう－

いろいろな技法を用いて

楽しく伝える
－笑顔を引き出すデザインの工夫－

土と炎の造形
－生活の中で使える焼き物をつくろう－

伊藤若冲「鳥獣花木図屏風」

自然の形や色・光の表情を感じ取ろう

図画工作から美術へ

身近にある形や色彩から

光の美しさに魅せられて

■身近な風景や自然物を見て表そう

■見たり触れたりしたことを

　自由に表そう

■知るためのスケッチ

■身近な生命を表そう

■考えるためのスケッチ

■自分にとって使いやすい

　スプーンを考えよう

■伝えるためのスケッチ

■空からのメッセージ

■風の表情をとらえる

　●感じたままに風をとらえて

■仮面に見るアジア

■暮らしに見る形と色彩

■アジアの形や色彩をもとに表そう

■日本の伝統的な文様

　●唐草文様を比べてみよう

　●自分だけの文様をつくろう

■身近で探す「和風」

■地域の伝統を取り入れて表そう

■文字の形から自由に発想しよう

■マークのデザインを考えよう

　●マークを考えよう

　●名前をデザインした印をつくろう

■メッセージを楽しく伝える　

　●飛び出すカードで伝えよう　

　●演出効果のあるマグネット　

　●ユーモアのあるドアプレート

■使えるものや飾るものをつくろう

■焼き物の可能性を求めて

月 ページ数 テーマ（学びのキーワード） 題　　　　　材 Ａ（１）Ａ（２）Ａ（３）B鑑 時数
（35）

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

2・3上2・3

2・3下2・3

2・3上10・11

2・3下46・47

2・3上45

2・3上22～25

2・3下8・9

2・3下10・11

2・3下42

2・3上18～20

2・3上45

2・3上26・26

2・3下43～45

2・3下32・33

2・3下34・35

2・3下24・25

○

○

○

○

●

●

○

●

◇

◆

◇

◇

◆

◇

◇

◆

1

4

4

2

6

6

2

1

5

4

■

□

■

□

□

■

□

■

□

■

オリエンテーション

生活の中に生きる美術

社会へ広がる美術

風景に思いを込めて

－身近な風景を見つめ，表そう－

受けつぎつくる人の姿
－手仕事から生まれる美と技－

木工の技法

日本の美意識

－四季を愛でる心，もてなす心－

イメージの変容
－制作上の試行錯誤－

想像の世界への飛翔
－自由な発想でイメージを表そう－

金属でつくる

手でつくる楽しみ
－用途に応じた材料を選んでつくろう－

水墨画の技法

墨が生み出す豊かな世界
－さまざまな墨の表現を学び，表そう－

日本美術の展開と世界との交流

祈りの形
－自分の思いを託して表そう－

世界を魅了したきらめき
－金色の効果を用いた表現を味わおう－

感動の共有
－日常の世界を新鮮なものに－

クラウド・ゲート

メリープロジェクト

■表現方法を工夫して表そう

■木の箸　

■和紙の温かさ　

■四季を愛でる

■和菓子で季節を表そう

■探そう，自分の形や色

　●スケッチを再構成して

■想像や空想のイメージを広げて 

　（版表現を生かして）

■紙・金属・布を染め・木でつくる

　

■墨の表現を味わおう

　●季節や空気感をとらえて

日本美術の展開と世界との交流

■表情に見る心の形　

　●仏像の魅力を伝えよう

■金の雲と金の空

■金を使った装飾

■金色の効果を生かして

■みんなが感動する空間をつくろう

　

月 ページ数 テーマ（学びのキーワード） 題　　　　　材 Ａ（１）Ａ（２）Ａ（３）B鑑 時数
（35）

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

2・3上32・33

2・3上43・44

2・3上34・35

2・3上36・37

2・3上6・7

2・3上42

2・3下16・17

2・3上38・39

2・3下46・47

2・3下18・19

2・3下36・37

2・3下40・41

2・3下28・29

○

○

○

●

○

○

○

●

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◆

◆

1

3

4

4

3

6

2

5

1

1

5

■

□

□

□

□

□

□

■

■

■

■

転がる水

時代の流れの中で変化するデザイン

わかりやすく伝えるデザイン
－図や記号で効果的に表そう－

「伝える」をつくる

－効果的に伝える工夫をしよう－

私との対話

－表すことで見えてくる自分自身－

写真撮影の第一歩

新鮮な見方で
－日常の情景に心をとめて－

「まとめる」方法と工夫
－伝える効果を考えたデザインをしよう－

「ゲルニカ」は語る
－大作に挑むピカソの思い－

平和への願い

－形や色に思いを託して－

アジアの新しい風

－現代のアジアの表現に触れよう－

文化遺産を守る

－美しい形や色彩を未来へ残そう－

空間の演出
－人と場をつなぐ形や色－

■ピクトグラムを使ったデザイン

　
■学校で使える楽しい

　サインを考えよう

■アニメーションで

■さまざまな表現を通して

■心を動かされた情景

■日常の新しい情景

■地域紹介の

　リーフレットをつくる

私のゲルニカ

■争いを乗り越える力を表そう

■アジアの友だちの作品に

　触れてみよう

■国を越えた交流

■アンコールの遺跡群と修復

■修復家の仕事

■岡本太郎の「明日の神話」

■ディスプレイデザイン　

　●化粧品会社のクリスマス・

　　ディスプレイ

■校内を演出してみよう

 　

第 1 学 年 第 2 学 年 第 3 学 年

年 間 指 導 計 画 例 （ 3 学 期 制 ）年 間 指 導 計 画 例 （ 3 学 期 制 ）
・年間指導計画の例として,  年間授業時間数を通年して平均的に配当した場合を示しました。
　2・3学年については,  上下巻を併用する例を掲載しています。
・年間指導計画の例として,  年間授業時間数を通年して平均的に配当した場合を示しました。
　2・3学年については,  上下巻を併用する例を掲載しています。

※ここに示した配当時間や指導計画は一例です。※ここに示した配当時間や指導計画は一例です。

平成24年度中学校美術 年間指導計画例（3学期制）
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全学年
1年
1年

2･3上

2･3下

3
10
11
14･15
16･17
19
21
22
36･37
38･39
44
46･47

4･5
6･7
10･11
21
22~25
28･29
30･31
30･31
32･33

34･35
36
40･41

42
46･47

18･19
20･21

22･23

24･25
26･27

28･29
30･31
32･33
34･35

36･37

38･39

40･41

46･47

いろいろなスケッチ
いろいろなスケッチ
自然の表情
小さな生命を見つめて
顔をつくる
使いやすさを求めて
遊び心
「和風」を味わう
アジアの多様な美術
日本の色づかい
環境を演出するアートたち

身近な人を見つめて
私との対話
風景に思いを込めて
手でつくる楽しみ
日本の美意識
心触れ合う場
心に響く形や色
心に響く形や色
転がる水

わかりやすく伝えるデザイン
「伝える」をつくる
個性が響き合う造形

写真撮影の第一歩
受けつぎつくる人の姿

平和への願い
メッセージを表す

自然と共に生きる

感動の共有
街の中に息づくアート

空間の演出
アート・イベントに出かけよう
祈りの形
世界を魅了したきらめき

アジアの新しい風

受けつがれる形

文化遺産を守る

「ゲルニカ」は語る

法の遵守・権利の尊重
父母への敬愛
思いやりの心
自然の愛護
生命の尊さ
人権の尊重
思いやりの心
自然の愛護・世界平和
愛国心・伝統の継承
国際理解
愛国心・伝統の継承
郷土愛

家族愛・友情
自己の向上
自然の愛護・郷土愛
伝統の継承
愛国心・伝統の継承
公徳心
公徳心
伝統の継承
人類の幸福への貢献

思いやりの心
思いやりの心
友情 ・ 相互理解 ・
寛容の心
礼儀・法の遵守
郷土愛・勤労の尊さ

世界平和
生きる喜び

自然の愛護

連携の自覚・集団生活の向上
集団生活の向上

教師や学校への敬愛
礼儀・郷土愛
伝統文化、国際理解
伝統文化・国際理解

国際理解・寛容の心

伝統文化・国際理解
郷土愛
伝統文化・勤労の尊さ

世界平和

著作権の扱いについての注意を明記
ジャコメッティ「芸術家の母（編み物をする）」掲載
車イス用かさのアイデアスケッチ
空や風など身近な自然の美しさを認識する
身近な動物・植物を観察することで生命の尊さを認識する
世界人権宣言序文の挿絵を掲載
ユニバーサルデザインについて学ぶ
自然遺産保護のポスター ,  平和祈念のポスター掲載
日本の伝統的な文様や造形物について理解を深める
近隣諸国の伝統文化について理解を深める
日本の伝統色を知る
日本各地のパブリックアートを掲載し,  地域社会への理解を
深める
家族や友人など身近な人々を表現する
自分自身を見つめて,  今の自分を表現する
身近な風景を新たなイメージで表現する
紅型染の紹介
日本独自の美意識について学ぶ
利用者のことを考えて,  公共空間をデザインする
病院やバスなど公共の場を彩る装飾を考える
伝統技法の木目込によるまりの制作
世界で起きている問題を美術の力でどのように解決できるか
を考える
情報をわかりやすく伝えるピクトグラムについて学ぶ
ポスターなどでのメッセージの伝え方を考える
友人との相互理解を深めながら,  共同制作を行う

撮影マナーについてふれる
日本各地の伝統工芸品の紹介と,  携わる人々の働く姿を
紹介する
世界平和に寄与する造形活動を行う
廃材などを利用した作品を掲載し,  リサイクルや環境に意識
ができるようにする
自然環境を考えた公共空間,  間伐材を利用した作品などから
自然との共生を考える
驚きや感動を共有できる造形活動を行う
公共の場を飾る立体造形を考えることで人同士のかかわりを
意識する
共同制作によって自分たちの学校を美しく演出する
地域の人々と協力するアートプロジェクトの紹介
仏像の造形美や,  西洋絵画との比較による表現の違いを学ぶ
琳派など金による日本の伝統装飾を知り,  西洋絵画との比較
をする
近隣のアジア諸国の現代美術を学んだり,  造形活動による
国際交流を学んだりする
日本や諸外国に伝わる,  自然とのつながりから生まれた
造形物を鑑賞する
文化遺産の修復活動のようすから,  それらの価値と修復に
携わる人々の努力を知る
「ゲルニカ」の制作過程を知ることで,  世界平和の大切さを
確かなものとする
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1

2･3下
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2･3下
1
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1
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1
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1
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1
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1
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1
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1
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1
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2･3上下
2･3下
2･3下
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1
1

2･3下
1
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1
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1
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1
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1
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2･3下
2･3下
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1
1
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2･3上
1
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2･3上
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1
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1
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1
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2･3上
2･3下
2･3上
2･3下
2･3下
2･3上
2･3下
2･3下
1
1

22
22
18
28
38
32
6
47
32
24
34
43
43~45
40
42
28
30

2･3,17
8
7
47
12
13
44
43~45
23
17
19
43~45
38
43~45
12
21
23
28

35,43~45
47

4,40･41
5

43~45
44
13
13
43
17

7,43~45
43~45
43~45
24･25
31
2･3
44
42
19
21
16
40
14
43~45
26
47
26
43~45
4
17
9
11
35
46
7

43~45
47
43~45
4
44

6,17
43~45
27
19
38
25
25
4
13
43~45
35
18
43~45
10
43~45
33
18
15
38
24
16
26
30

26,43~45
44
27
25
10
43~45
9
8
5
46
44
16
11
34
47
16
15
37
25
20
30
14
36

37,43~45
16
18
41
6
21
13
47
43~45
21
44
18
34
43~45
8
34
43
6

43~45
30
43~45
12
19

11,43~45
4,46･47
29
30
16
10

19
24
18
7

43~45
42
43~45
45
43
12
22
12
13
43
14
23
46
10
27
8
6
12
26
8

33,43~45
2･3
14
43
14
18
43~45
28
37
40･41
43~45
36
13
43
20
9
46
26
44
44
46
22
43~45
43~45
11
20
34
13
43
36
44
13
43~45
43
43~45
6
26
20

青葉益輝
秋山孝
安座上真紀子
朝倉摂
ケノジュアク・アシェバク
阿修羅立像（興福寺）
麻生三郎
天野裕夫
阿弥陀如来坐像（平等院）
荒川修作・マドリン・キンズ
アルタミラ洞くつ壁画
ウィリアム・ヴァン・アレン
ジャン・オーギュスト・ドミニク・アングル
アンコール・ワット
安藤泉
イサム・ノグチ
板谷波山
伊藤若冲
ファブリス・イベール
忌野清志郎
ロバート・インディアナ
ヴィクトル・ヴァザルリ
ヨゼフ・ウィルコン
ヴェルナー・パントン
アンディ・ウォーホル
アンテ・ヴォジュノヴィック
歌川広重
クシュシトフ・ウディチコ
ウラディミールの聖母子
エミリー・カーメ・ウングワレー
運慶，快慶
M.C.エッシャー
大竹伸朗
大西重成
大湯浩之
尾形光琳
岡本太郎
岡本太郎
小倉遊亀
小野田直武
織部四方手鉢
ウジェーヌ・ガイヤール
香月泰男
A.M.カッサンドル
　飾北斎
　飾北斎
狩野永徳
狩野山雪
狩野元信
イリヤ＆エミリア・カバコフ
アニッシュ・カプーア
亀倉雄策
鴨下春明
アレクサンダー・カルダー
ミゲル・カルデロン
エミール・ガレ
川内倫子
川瀬巴水
喜多川歌麿
きたむらさとし
絹谷幸二
玉澗
金閣（鹿苑寺）
草間彌生
熊田千佳慕
トニー・クラッグ
倉俣史朗
グスタフ・クリムト
エミリオ・グレコ
チャック・クロース
黒田清輝
フランク・オーウェン・ゲーリー
源氏物語絵巻　柏木　三
アンディ・ゴールズワージー
レム・コールハース

フィンセント・ファン・ゴッホ
コロッセオ
エーロ・サーリネン
オシップ・ザッキン
エンリク・サトゥエー
佐藤可士和
佐藤卓
佐藤忠良
佐藤正明
サモトラケのニケ
紫川敏之
島添昭義
釈迦三尊像（法隆寺）
アルベルト・ジャコメッティ
シャルトル大聖堂南の薔薇窓　５つのランセット窓
十一面観音菩薩像（聖林寺）
アレキサンダー・ジラルド
新宮晋
杉浦非水
鈴木康広
フィリップ・スタルク
関根伸夫
リアン・セコン
雪舟等楊
芹沢銈介
仙厓義梵
千利休
レオナルド・ダ・ヴィンチ
レオナルド・ダ・ヴィンチ
ジム・ダイン
高松次郎
高松塚古墳　西壁　女子群像
多田美波
田中一光
田沼武能
サルヴァトール・ダリ
俵屋宗達
崔正化
チャールズ・イームズ　レイ・イームズ
フセイン・チャラヤン
鳥獣人物戯画巻
長次郎
塚本カナエ
椿昇　室井尚
ジュリー・テイモア
ボウワー・デーヴィー
手塚治虫
アルブレヒト・デューラー
照屋勇賢
東郷青児
エドガー・ドガ
殿敷侃
冨本憲吉
豊福知徳
鳥毛立女屏風
ミロスラーフ・トレイトナル
ドン・チャドウィック　ビル・スタンフ
長尾昌枝
野々村仁清
ハート型土偶
ジェニファー・バートレット
長谷川等伯
クヴィエタ・パツォウスカー
ジャコモ・バッラ
埴輪　弾琴男子
濱田庄司
速水御舟
シュテファン・バルケンホール
阪東勲
東山魁夷
パブロ・ピカソ
桧原由比子
ダニエル・ビュラン
エリック・ファイファー
ヨハネス・フェルメール

ジャン・ミシェル・フォロン
福田繁雄
福田繁雄
藤城清治
藤田嗣治
船越次郎
ジャン・オノレ・フラゴナール
サム・フランシス
マルセル・ブロイヤー
カール・ブロスフェルト
フンデルトヴァッサー
バーバラ・ヘップワース
ポール・ヘニングセン
ポール・ヘニングセン
デイヴィッド・ホックニー
堀木エリ子
眞板雅文
ルネ・マグリット
松林桂月
アンリ・マティス
エティエンヌ・ジュール・マレー
ジャコモ・マンズー
メアリー・アン・E・ミアーズ
三尾公三
ミケランジェロ・ブオナルローティ
水谷孝次
南桂子
アルフォンス・ミュシャ
ジャン・フランソワ・ミレー
ジョアン・ミロ
弥勒菩薩半跏思惟像（広隆寺）
村山明
元永定正
クロード・モネ
クロード・モネ
森口華弘
ウィリアム・モリス
ウィリアム・モリス
森正洋
ピエト・モンドリアン
安田侃
安田侃
柳宗理
山城隆一
山本正道
Ｕ．Ｇ．サトー
有翼人面雄牛像
夢殿（法隆寺）
横尾忠則
淀川テクニック
ラスコー洞くつ壁画
ルネ・ラリック
ヘリット・トーマス・リートフェルト
マイケル・リン
ル・コルビュジェ
ジョルジュ・ルース
ピーテル・パウル・ルーベンス
レイモンド・ローウィ
アンリ・ド・トゥールーズ＝ロートレック
クロード・ワイズバッシュ
渡邉良重
渡辺力
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学年 ページ テーマ 具体的な取扱い内容 道徳教育の内容 作家・作品名 学年 ページ 作家・作品名 学年 ページ 作家・作品名 学年 ページ

道徳教育との関連道徳教育との関連 主な教科書掲載作 家・作品リスト主な教科書掲載作 家・作品リスト
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平成24年度用 内容解説資料（別冊）

● 検討の観点からみた特色

● 教科書題材一覧

● 年間指導計画例

● 道徳教育との関連

● 主な教科書掲載作家・作品リスト

P2

P8

P10

P14

P15

教科書検討の
観点からみた特色
観点別・編集の特色

平成24年度用
新版 日文 美術

平成24教　教科書検討の観点からみた特色


